
伊
那
路
　
五
十
二
年

一
月
号

（通
刊
二
四
〇
号
）
抜

刷

今

泉

遺

跡

緊

急

発

掘

調

査

概

報
伊
那
市
教
育
委
員
会



今
泉

遺

跡

緊

急

発
掘

調
査

概

報

は

じ

め

に

今
回
の
発
掘
調
査
の
動
機
は
中
央
高
速
道
路
の
開
通
に
と
も
な
う
伊
那
イ
ン

タ
ー
の
設
営
、
伊
那
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道

一
五
三
号
線
に
通
ず
る
道
路
が
ア
ク

セ
ス
で
あ
る
。
皆
様
方
が
周
知
の
通
り
、
中
央
高
速
道
路
は
昨
年
の
夏
に
駒
ケ

根
イ
ン
ー
タ
ー
ま
で
開
通
し
て
い
た
。
本
年
の
夏
ま
で
に
辰
野
の
伊
北
イ
ン
タ

「
ま
で
開
通
す
る
計
画
が
急
テ
ン
ポ
で
具
体
化
の
運
び
と
な
っ
て
き
た
。
当
然

こ
れ
に
接
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
開
通
工
事
も
急
速
化
し
て
き
た
。
以
前
よ
り

伊
那
市
教
育
委
員
会
は
当
ル
ー
ト
内
に
今
泉
遺
跡
が
該
当
す
る
と
積
極
的
に
提

唱
し
て
あ

っ
た
為
に
市
建
設
部
よ
り
緊
急
発
掘
調
査
の
依
頼
が
教
育
委
員
会
に

あ

っ
た
。
教
育
委
員
会
側
は
調
査
団
員
や
調
査
団
長
の
意
見
を
聞
き
、
受
理
す

る
措
置
を
取

っ
た
。

調
査
は
昭
和
五
十

一
年
四
月
九
日
か
ら
昭
和
五
十

一
年
四
月
十
二
日
の
三
日

間
に
か
け
て
行
な
っ
た
。
そ
の
成
果
は
土
拡
三
、
柱
穴
群

一
だ
け
で
あ

っ
た
が

今
泉
遺
跡
の
北
限
範
囲
が
把
握
で
き
た
点
で
は
大
き
な
成
果
が
あ

っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

二
、
位
置
と
自
然
的
環
境

木
遺
跡
は
長
野
県
伊
那
市
御
園
区
南
部
字
今
泉
地
籍
に
存
在
し
て
い
る
。
遺

伊

那

市

育

委

員

会

跡
地
ま
で
の
ル
ー
ト
は
国
鉄
飯
田
線
伊
那
北
駅
で
下
車
し
、
北
へ
三
〇
〇
％
程

行
く
と
、
左
側
に
営
林
署
が
あ
り
、
そ
の
地
点
か
ら
さ
ら
に
北
へ
一
〇
〇
π
程

行
く
と
国
道

一
五
三
号
線
と
ア
ク
セ
ス
道
路
の
交
わ
る
交
又
点
が
あ
り
、
通
路

を
左
に
と
っ
て
、
西
へ
五
〇
Ｏ
π
程
行
く
と
遺
跡
地
に
ぶ
つ
か
る
。
遺
跡
存
在

面
は
天
竜
川
右
岸
第
三
段
丘
面
に
あ
た
る
。
遺
跡
地
の
地
形
や
地
質
を
述
べ
る

こ
と
に
し
よ
う
。

天
竜
川
の
第
三
段
丘
面
と
小
沢
川
の
形
成
し
た
洪
積
世
扇
状
地
の
扇
端
部
の

合
わ
さ
っ
た
場
所
で
、
こ
の
段
丘
を
神
子
柴
段
丘
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
段
丘

は
上
伊
那
誌
の
自
然
篇
に
よ
れ
ば
、　
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
現
河

床
か
ら

一
〇
π
～
二
五
π
位
の
高
さ
で
、
下
流
に
い
く
に
し
た
が

っ
て
高
度
を

増
し
て
い
る
。
大
泉
礫
層
を
削

っ
て
、
小
坂
田
ロ
ー
ム
の
上
部
と
薄
い
礫
層
を

の
せ
、
波
田
ロ
ー
ム
に
覆
わ
れ
て
い
る
侵
蝕
面
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
侵
蝕
段

丘
で
あ
る
。

当
地
附
近
は
昔
か
ら
豊
富
な
湧
水
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
発
掘
地

の
南
側
五
〇
Ｏ
π
位
の
場
所
で
、
御
子
柴

一
雄
氏
が
、
豊
富
な
水
を
利
用
し
て

マ
ス
を
育
て
て
い
る
。

―- 1ろ  一一



屹
第1図 位置図及び遺跡分布図 (1:20,000)

① 高 尾

⑤ 原垣外

⑨ 官の前

② 鳥居原

⑥ かんぜん

⑩ 清水洞

③ 石 塚   ④ 今 泉

⑦ 御園東部   ③ 御園南部

① 牧ケ原    ⑫ 大清水
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三
、
歴
史
的
環
境

今
泉
遺
跡
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
端
緒
は
、
大
正
末
年
、
鳥
居
竜

蔵
博
士
が
上
伊
那
地
区
を
調
査
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
そ
の
調
査
の
内
容
は

『
先

史
及
び
原
史
時
代
の
上
伊
那
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
五

年
に
、
林
茂
樹
氏
指
導
の
も
と
に
伊
那
中
学
校
考
古
学
ク
ラ
ブ
員
達
が
マ
ス
池

の
北
側
を
調
査
し
、
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
る
。

周
辺
遺
跡
の
な
か
で
、
現
在
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
遺
跡
は
鳥
居
原
遺
跡
、
牧

ケ
原
遺
跡
、
高
尾
遺
跡
の
三
か
所
で
あ
る
。

周
辺
遺
跡
の
内
訳
を
簡
単
に
述
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一高
尾
遺
跡
は
縄
文
前
期
、
組
文
中
期
。
鳥
居
原
遺
跡
は
紺
文
中
期
、
土
師
器

須
恵
器
、
灰
釉
陶
器
。
石
塚
遺
跡
は
組
文
中
期
。
今
泉
遺
跡
は
組
文
早
期
、
組

文
前
期
、
組
文
中
期
、
組
文
後
期
、
組
文
晩
期
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
灰
釉
陶

器
。
原
垣
外
遺
跡
は
細
文
前
期
、
土
師
器
、
灰
釉
陶
器
。
か
ん
ぜ
ん
遺
跡
は
組

文
中
期
。
御
園
東
部
遺
跡
は
組
文
中
期
。
御
園
南
部
遺
跡
は
組
文
中
期
、
土
師

器
、
須
恵
器
、
灰
釉
陶
器
。
宮
の
前
遺
跡
は
組
文
前
期
、
組
文
中
期
。
清
水
洞

遺
跡
は
細
文
中
期
。
牧
ケ
原
遺
跡
は
旧
石
器
、組
文
中
期
、弥
生
後
期
。
大
清
水

遺
跡
は
縄
文
中
期
。
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
物
に
よ
っ
て
、
そ
の
内

訳
を
述
べ
て
き
た
が
、
今
後
の
開
発
等
に
よ
つ
て
新
た
な
遺
物
の
発
見
さ
れ
る

期
待
が
濃
厚
な

一
帯
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
調
査
日
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

四
月
九
日

（金
）

中
央
道
の
近
接
道
路
と
し
て
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
伊
瑯
市
西
箕
輸
大
萱
か
ら

伊
那
市
御
園
ま
で
の
間
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
用
地
内
の
中
段
に
は
数
多
く
の
遺

跡
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
今
泉
遺
跡
が
該
当
し
て
い
た
。
前
日
に
、
遺
跡
に
指

定
さ
れ
た
用
地
内
ヘ
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
入
れ
て
、
耕
土
剥
ぎ
を
実
施
し
て
も
ら

う
。
本
日
は
西
側
よ
リ
グ
リ
ッ
ト
打
ち
に
主
、力
を
置
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

一

番
上
の
水
田
を
Ａ
地
区
、
次
を
Ｂ
地
区
、
次
を
Ｃ
地
区
と
す
る
。

Ａ
地
区
の
西
側
に
南
か
ら
北
へ
Ａ
～
Ｄ
、
西
か
ら
東
へ
一
～
二
〇
と
決
め
、

一
つ
置
き
に
グ
リ
ッ
ト
を
掘
り
起
し
て
い
く
。
耕
土
を
は
い
で
お
い
た
お
か
げ

で
い
わ
ず
か
に

一
〇
数

例
で
ロ
ー
ム
層
に
及
ぶ
、
本
■
は
Ａ
地
区
を
全
て
終
了

す
る
。

四
月
十
日

（土
）

昨
日
と
同
様
の
方
法
で
、
Ｂ
地
区
に
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
し
、　
一
つ
置
き
に
掘

ヶ
進
め
て
い
く
と
、
Ａ
ｌ
に
落
ち
込
み
を
発
見
し
、
第
１
号
土
墳
と
す
る
。
そ

れ
か
ら
東
側
へ
掘
り
進
め
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
、
第
２

号
土
渡
、
第
ろ
号
土
痛
、
第
１
号
柱
穴
群
と
名
付
け
、
拡
張
を
進
め
る

一
方
で

Ｃ
地
区
に
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
す
る
。
そ
ｔ
て
、
そ
れ
を
掘
り
進
め
た
が
、
Ｃ
地

区
内
で
は
遺
構
の
検
出
は
な
か
っ
た
。

四
月
十
二
日

（月
）

第
１
号
土
獲
、
第
２
号
土
娠
、
第
ろ
号
土
拡
、
第
４
号
柱
穴
群
の
掘
り
下
げ

を
終
了
し
、清
掃
及
び
写
真
撮
影
を
終
え
、各
遺
構
の
実
測
と
全
測
図
の
作
製
。
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第 2図 遺構配置図

五
、
土
　
　
拡

第
１
号
土
墳

（第
ろ
図
、
図
版
ろ
）

耕
作
土
層
面
‐よ
り
四
〇

”
位
下
っ
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
層
面
を
掘
り
込
ん
だ
土

拡
で
、
南
北
九
三
印
、
東
西
七
五
卸
ほ
ど
の
規
模
を
持
ち
、
長
円
形
プ
ラ
ン
を

呈
し
て
い
る
。

壁
高
は
東
六
二
師
、
南
五
三
御
、
北
六
四
”
、
西
六
五
ｍ
位
を
測
定
で
き
、

壁
面
全
て
に
わ
た
っ
て
垂
直
に
近
く
、
凹
凸
は
著
し
い
。

壁
の
上
半
分
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
、
下
半
分
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
ム
で
あ
る
。
床
面

は
ハ
ー
ド
ロ
ー
ム
層
で
か
た
ぃ
ぅ
ぇ
に
、
さ
ら
に
か
た
く
踏
み
か
た
め
て
あ
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　

　

´

床
面
は
水
平
で
ぁ
り
、
中
央
部
付
近
に
は
、
円
形
の
ビ
ッ
ト
状
の
凹
み
が
あ

つ
た
。
覆
土
は
黒
色
土
が
落
ち
込
み
、
検
出
時
に
は
明
瞭
に
わ
か
っ
た
。

遺
物
は
何
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
炭
化
物
は
多
量
に
検
出
さ
れ
た
。

１

２

３

４

５

‐

６‐

７‐

Ｂ
地
区

第
２
号
土
境

（第
４
図
、
図
版
４
）

Ｂ
地
区
Ｄ
７
に
発
見
さ
れ
、
耕
土
面
よ
り
四
五
卸
位
下
っ
た
褐
色
土
層
面
を

掘
り
込
ん
だ
土
拡
で
あ
る
。
従
っ
て
、
覆
土
は
そ
の
上
層
の
土
層
で
あ
る
黒
土

層
で
あ
っ
た
。
規
模
は
南
北
九
七
働
ヽ
東
西
一
〇
二
御
程
で
円
形
プ
ラ
ン
を
呈

し
て
い
る
。

壁
高
は
東
四
五
御
、
南
四
三

御
、
西
四
二
御
、
北
四

一
御
で
、
凹
凸
は
顕
著

で
あ
っ
た
。
壁
面
の
下
部
は
わ
ず
か
に
、
わ
ん
き
ょ
く
気
味
で
あ
っ
た
。

床
面
は
軟
弱
で
、
わ
ず
か
に
南
に
傾
斜
し
て
い
た
覆
土
中
よ
り
多
量
の
炭
化
物

と
三
片
の
土
器
が
検
出
で
き
た
。
土
器
片
は
平
出
ろ
Ａ
式
、
新
道
式
、
加
曽
利

Ｅ
式
で
あ
っ
た
が
、
床
面
に
最
も
近
い
所
か
ら
は
加
曽
利
Ｅ
式
が
出
土
し
た
。

そ
こ
で
、　
一
般
的
に
考
え
て
み
る
な
ら
ば
本
土
拡
は
縄
文
中
期
後
葉
と
考
え
ら

れ
る
。

ABCD
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=

第
ろ
号
土
墳

（第
５
図
、
図
版
５
）

耕
土
面
よ
り
三
〇

錦
位
下
っ
た
ロ
ー
ム
層
面
を
掘
り
込
ん
だ
土
躾
で
、
南
北

八
五
“
、
東
西
七
七
“
程
の
円
形
プ
ラ
ン
を
呈
し
て
い
る
。

壁
は
全
周
し
て
お
り
、
そ
の
高
さ
は
六
五
印
～
七
〇
数

“
位
の
間
に
計
測
で

き
る
。
壁
面
の
上
部
は
垂
直
で
下
部
へ
下
が
る
に
従
っ
て
彎
曲
の
度
合
が
強
く

な
り
、
ま
た
中
段
付
近
よ
り
垂
直
に
近
く
な
る
。
下
部
は
ハ
ト
ド
ロ
ー
ム
層
に

達
し
て
い
る
。

ヽ
床
面
は
中
央
部
へ
行
く
に
し
た
が
っ
て
く
ば
ん
で
お
り
、
中
央
部
に
小
さ
な

０ ５〇

一

①
一

ビ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
た
が
、
何
の
た
め
の
ビ
ッ
ト
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

床
面
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
ム
層
で
、
し
か
も
、
か
た
く
た
た
い
て
あ
り
、
ビ
ッ
ト

や
中
段
を
除
い
た
面
は
大
半
が
水
平
で
あ
っ
た
。

覆
土
中
よ
り
少
量
の
炭
化
物
と
焼
土
の
検
出
を
み
た
の
で
、
人
為
的
な
土
躾

に
は
相
違
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
１
号
柱
穴
群

（第
６
図
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

Ｂ
地
区
の
Ｅ
５
、
′Ｄ
７
の
二
つ
の
グ
リ
ッ
ト
に
一
つ
づ
つ
発
見
さ
れ
た
柱
穴

群
で
、
前
者
を
Ｐ
ｌ
、
後
者
を
Ｐ
２
と
し
た
。

0           50 Cm)

第 3図 第 l号土拡実測図

第 4図 第 2号土拡実測図1
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①

柱
穴
の
掘
ら
れ
た
土
層
は
ロ
ー
ム
層
で
あ
り
、
そ
の
中
の
覆
土
は
黒
色
土
で

あ

っ
た
。

Ｐ
ｌ
の
直
径
は
五
六
御
、
深
さ
四
五
釧
程
で
、
正
円
形
に
近
い
、
壁
面
は
か

た
ぐ
、
垂
直
に
近
い
、
床
面
は
中
央
部
が
な
だ
ら
か
に
凹
み
状
に
な
っ
て
お
り

軟
弱
気
味
で
あ
っ
た
。

Ｐ
２
の
直
径
は
五
〇
御
、
深
さ
は
三
〇
御
程
で
、
若
干
つ
ぶ
れ
気
味
の
円
形

に
近
い
。
壁
は
垂
直
に
近
く
、
か
た
く
な
っ
て
い
た
。
床
面
は
な
だ
ら
か
な
傾

斜
が
東
か
ら
西
へ
す
．っ
て
い
た
。

第 5図  第 3号土拡実測図
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第 6図 第 1号柱穴群実測図



六
、
出
土
遺
物

土
器

（第
７
図
）

今
泉
遺
跡
で
は

一二
、
歴
史
的
環
境

で
触
れ
た
よ
う
に
組
文
早
期
、
細
文
前

期
、
縄
文
中
期
、
縄
文
後
期
、
縄
文
晩
期
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
灰
釉
陶
器
の

出
上
が
以
前
に
は
見
ら
れ
た
が
、
今
回
発
掘
地
点
の
土
器
は
組
文
中
期
初
頭
か

ら
中
期
後
葉
に
か
け
て
の
資
料
が
検
出
さ
れ
て
い
る
．

（
１
～
る
）
は
第
２
号
土
拡
か
ら
出
土
し
た
土
器
で
あ
る
。
４
は
無
文
部
と

波
長
の
短
い
波
状
沈
線
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
。
少
量
の
雲
母
を
含
み
、
赤

茶
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

（
２
）
は
赤
褐
色
を
呈
し
、
少
量
の
雲
母
や
長
石
を
含
み
、
焼
成
は
中
位
で

あ
る
。
文
様
は
竹
に
よ
る
爪
形
文
が
横
位
に
入
っ
て
い
る
こ

（
る
）
は
隆
帯
が
横
位
に
走

っ
て
い
る
文
様
と
、
斜
組
文
と
で
あ
っ
た
っ
多

量
の
長
石
を
含
み
、
焼
成
は
中
位
で
、
黒
褐
色
を
呈
し
て
い
る
．

（
１
）
は
平
出
る
Ａ
系
統
、

（
２
）
は
新
道
式
、

（
ろ
）
は
加
曽
利
Ｅ
式
に

属
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
４
～
‐２
）
は
グ
リ
ツ
ト
内
か
ら
出
土
し
た
土
器
で
あ
る
。

（
４
～
５
）
は

沈
線
を
単
純
に
縦
位
に
入
れ
、

（
５
）
は
沈
線
が
右
半
分
に
複
雑
に
入
り
、
左

半
分
は
無
文
部
を
成
し
て
い
る
。

（
４
）
は
赤
褐
色
、

（
５
）
は
黒
褐
色
を
呈

し
、
多
量
の
長
石
粒
を
含
み
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

（
４
～
５
）
は
平
出
る

Ａ
系
統
に
比
定
で
き
よ
う
。

（
６
～
‐１
）
は
隆
帯
の
縁
に
爪
形
文
や
刻
目
文
が

入
っ
て
い
る
も
の
。

（
６
）
は
隆
帯
の
終
末
が
突
起
状
に
な
っ
て
い
る
。

（
６

～
８
）
は
黒
褐
色
を
呈
し
、
少
量
の
雲
母
を
含
み
、
焼
成
は
良
好
で
あ
っ
た
。

（
９
～
‐１
）
は
赤
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。

（
ヮ
）
は
斜
織
文
を
全
面
に
配
し
て
あ
る
。
多
量
の
雲
母
を
含
み
、
焼
成
は
中

位
で
あ
る
。

第 7図 土 器 拓 影



遺 跡 地 を 南 側 よ り 望 む

図版 2 遺 跡 地 を 東 側 よ り 望 む
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（
６
～
１１
）
は
勝
坂
期
の
古
い
方
で
、
信
州
で
は
井
沢
式
、
新
道
式
に
含
ま

れ
る
。
（
２
）
は
井
戸
尻
期
に
属
し
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
て
い
る
、

（
五
十

一
年十

一
月
稿
）

図版 4 第 2号 土拡

図版 3 第 1 号 上 1女

図版 5 第 3号 土 拡
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